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平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：国語） 

正答率が７７．３％で市目標平均正答率を上回っています。また、県の平均正答率を４．６ポイント、

全国を４．４ポイント超えることができました。正答率分布グラフを見てみると、低得点層（正答２

問以下）が０．５％、正答３問～５問が２．７％であり、低得点層が少ないといえます。領域別では、

「話すこと・聞くこと」において全国平均正答率をわずかに下回りました。特に「目的や意図に応じ

て、収集した情報を関連づけながら話し合う」問題の正答率が低い状況です。 

小学校：国語Ａ 

小学校：国語Ｂ 

正答率が６３％で県の平均値・全国平均値を大きく上回ることができました。正答率分布グラフを見

てみますと、低得点層（正答１問以下）が２．７％、正答２～３問のグループが９．３％となってい

ます。領域別では、すべてにおいて県・全国平均値を上回っています。しかしながら、「必要な情報

を取り出し、根拠を明らかにして自分の考えを記述する」問題では、無解答率が３．３％～６．６％

と高い値になっています。目的に応じて、複数の情報から自分の考えを根拠をもって表現する指導に

重点を置く必要があります。 

小学校：国語Ａ 

小学校：国語Ｂ 

国語Ａでは、低得点層から中得点層の児童に対して放課後等の時間を活用し対応する取組を実施しま

す。また、「話すこと・聞くこと」において全国平均値をわずかに下回る状況であることから、国語

科の学習において習得した、話す能力、聞く能力、話し合う能力を活用し、目的や意図に応じて、収

集して得た知識や情報を関係付けながら話し合いを進める指導を行います。 

国語Ｂでは、県・全国と同程度の分布になっていますが、低得点層から中得点層の児童のつまずきに

対する実態把握を各校において実施し、一人一人に放課後等の時間を活用して対応する取組を実施し

ます。また、設問別の課題が見られた問題の内容にある活動を授業の中で行うなどの授業改造を「ど

この単元で」「いつ」「どのような手立てで」という視点をもって行います。そして、言語活動を通し

て指導事項を指導するように授業改造をさらにすすめていきます。 
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１ 調査結果の分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２ 具体的な改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：算数） 

平均正答率が８１．４％で市目標平均正答率を上回っています。また、県の平均値・全国平均値を

上回ることができました。正答率分布グラフを見てみると、低得点層（正答２問以下）が０．５％で

あり、少ないと言えます。市目標平均正答率以上の正答率の児童が全体の８０％を占めることができ

ています。領域別では、「数と計算」「図形」「数量関係」において全国平均正答率を上回っています

が、「量と測定」においてわずかに下回っています。割合に関する問題での正答率が県・全国を下回

っており、この内容の指導方法を見直し、再度定着させる必要があります。 

小学校：算数Ａ 

小学校：算数Ｂ 

平均正答率が４８．６％で県・全国の平均正答率を上回ることができました。正答率分布グラフを

見てみると、低得点層（正答２問以下）が５．５となっており低得点層が少し多いと言えます。領域

別では、全ての領域で県・全国ともに上回っています。設問別では、「示された形をつくることを説

明する式の意味を、数や演算の表す内容に着目して記述する」問題に課題が見られます。数学的な考

え方に関する指導、思考の過程を説明する指導に重点を置く必要があります。 
 

小学校：算数Ａ 

小学校：算数Ｂ 

算数Ａでは、基本的な事項が身についている児童が多い状況です。しかしながら、「割合」の問題

では課題が見られますので、基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えることができるような指導が

必要です。 
 また、算数的活動（アクティブラーニング）を授業の中に計画的に取り入れる工夫を行います。さ

らに指導事項の再確認を全ての指導者が行います。 

算数Ｂでは、正答５問以下の児童のつまずきに対する実態把握を各校において実施し、一人一人に

放課後等の時間を使用し対応する取組を実施します。また、「記述する」問題が低い正答率になって

いることから、設問別の課題が見られた問題の内容にある活動を授業の中で行うなどの授業改造を

「どこの単元で」「いつ」「どのような手立てで」という視点をもって行います。そして、算数的活動

を取り入れて指導事項を指導するように授業改造をさらにすすめます。 
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１ 調査結果の分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２ 具体的な改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：国語） 

正答率が７７．６％で市目標平均正答率・県平均値・全国平均値を上回っています。正答数分布グ

ラフを見ても全国の分布に近いグラフとなっています。領域別では、すべてにおいて全国平均値を上

回ることができました。設問別では、「辞書を活用し、漢字が表している意味を正しく捉える」問題

に課題が見られます。 

中学校：国語Ａ 

中学校：国語Ｂ 

正答率が６９．１％で県平均値・全国平均を上回ることができました。正答率分布グラフを見てみ

ると、低得点層（正答２問以下）が３．９％であり、全国の分布に比べ少なくなっています。全問正

答の層が全国の分布に比べ少なくなっているので、中間層の生徒を高得点層へ引き上げるための組織

的な対策を行わなければなりません。領域別では、県平均値・全国平均値ともにすべての領域で上回

っています。設問別では、「課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考える」問題に課題が見ら

れました。 

中学校：国語Ａ 

小学校：国語Ｂ 

国語Ａでは、正答９～２２問のグループ（低～中得点層）の２１．５％の生徒のつまずきに対する

実態把握を各校において実施し、一人一人に放課後等の時間を使用し個別に対応する取組を実施しま

す。基礎的な事項の理解をしている生徒が多いですが、定着できていない状況が考えられるので、繰

り返し基礎基本の知識・技能が学習できるように指導計画を立て取り組みます。 

国語Ｂでは、低得点層の１０．１％の生徒のつまずきに対する実態把握を各校において実施し、一

人一人に放課後等の時間を使用し対応する取組を実施します。「課題を決め、それに応じた情報の収

集方法を考える」問題に課題がありますので、互いの感想を交流して疑問点を出し合い、新たな課題

を設定する学習活動が求められます。また、学校図書館を利用する際に、目的に照らして必要な本や

資料を探すことができるように指導することが重要です。 
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１ 調査結果の分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２ 具体的な改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学） 

正答率が６４．７％で県平均・全国平均を上回ることができました。正答率分布グラフを見てみる

と、低得点層（正答１２問以下）が１１．８％であり、中得点層（正答１３問以上２４問以下）が３

９．１％、高得点層（正答２５問以上３６問）が４９．２％、全国の分布と近い分布になっています。

個別の生徒に応じた組織的な対策を行い、さらなる向上が望まれます。領域別では、「資料の活用」

以外はすべてにおいて全国平均値を上回っています。目標の７０％に届くよう基礎・基本の徹底を組

織的に取り組まなければなりません。 

中学校：数学Ａ 

中学校：数学Ｂ 

正答率が４４．２％で県平均値・全国平均値を上回ることができました。正答率分布グラフを見て

みると、正答５問までの生徒は４４．６％になり、半数近くの生徒が約３割以下の正答率となり、こ

の層の児童に対しての組織的な対策を行わなければなりません。領域別では、「資料の活用」が県・

全国平均値を大きく上回りました。「関数」が県平均値を上回り、全国平均値と同じです。「数と式」

「図形」が県平均値を上回りましたが、全国平均値を下回っています。設問別では、記述式の問題に

課題が見られますので、早急の授業改善が望まれます。 

中学校：数学Ａ 

中学校：数学Ｂ 

数学Ａでは、低得点層及び中得点層の生徒のつまずきに対する実態把握を各校において実施し、一

人一人に放課後等の時間を使用しきめ細かな指導を行う取組を実施します。また「資料の活用」の内

容に課題が見られるので、繰り返しこの内容の基礎基本の学習ができるように指導計画を立て取り組

みます。 

数学Ｂでは、低得点層及び中得点層の生徒のつまずきに対する実態把握を各校において実施し、一

人一人に放課後等の時間を使用し対応する取組を実施します。また、「与えられた情報から必要な情

報を適切に選択し、数量の関係を数学的に表現することができる」「条件を基に、表から数量の変化

や対応の特徴を捉え、ｘの値に対応するｙの値を求めることができる」「筋道を立てて考え、証明す

ることができる」「与えられた式を用いて、問題を解決する方法を数学的に証明することができる」

という記述式の問題に課題が見られますので、授業中に生徒同士で話し合わせたり、解答の説明をし

たりする等の数学的活動を行うなどの授業改造を「どこの単元で」「いつ」「どのような手立てで」と

いう視点をもって行います。また、言語活動の充実を図ります。 
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１ 調査結果の概要 

 
 
【学習に対する関心・意欲・態度（国語）】 
 「将来、社会に出たときに役立つと思いますか」の問いに対して「当てはまる」の回答が６５．４％

（全国５７．９％）、「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」との回答が７８．０％（全

国７５．１％）でありました。しかし、「国語の勉強は好きですか」の問いに対しての肯定回答が５７．

２％（全国５８．３％）でした。このことや他の感心・意欲・態度の問いについて全国の平均をわずか

に下回っていることから、本市の児童の国語に対する関心・意欲・態度を高めていかなければなりませ

ん。 
 「授業で文章を読むとき、段落や話のまとまり毎に内容を理解しながら読んでいますか」、「授業中に

自分の考えを話したり、書いたりしていますか」、「授業で発表するときに、うまく伝わるように話の組

み立てを工夫していますか」といった問いで、全国平均値をわずかに下回っており、より児童が授業の

中で思考・判断・表現する場の設定を行っていく必要があります。 
 
【学習に対する関心・意欲・態度（算数）】 
 「算数の勉強は好きですか」の問いに対しての肯定回答が６２．７％（全国６６％）でした。また、「授

業の内容はよくわかりますか」の問いに対しての肯定回答が７８％（全国８０．２％）、「将来、社会に

出たときに役立つと思いますか」の問いに対して「当てはまる」の回答が８７．４％（全国８９．９％）、

「もっと簡単に解く方法がないか考えますか」の問いに対しての肯定回答が７４．２％（全国８０．５％）

でありました。感心・意欲・態度についての問いのほとんどで全国の平均をわずかに下回っており、本

市の児童の算数に対する関心・意欲・態度を高めていかなければなりません。 
 「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」との回答が７２％（全国７２％）であり、調

査問題に前向きに取り組んだといえます。思考・判断・表現する場の設定を行い、関心・意欲・態度を

ふだんの授業の中で高めていかなければなりません。 
 
【学習に対する関心・意欲・態度（総合的な学習の時間）】 
 「普段の生活や社会に出たときに役に立つと思いますか」の問いに対しての肯定回答が７７％（全国

８３．２％）であり、全国値を下回っています。また、「自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べ

たことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」の問いに対する肯定回答５６．６％（全国６

５．４％）と全国平均値よりも下回っています。現在も上記のような活動に取り組むようにしています

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（児童・生徒質問紙）紙） 

児童質問紙 



が、より一層の取組の推進が望まれます。 
【学習状況（言語活動）】 
 「自分の考えや意見を発表することは得意ですか」の問いに対する肯定回答が５０％（全国５１．７％）、

「自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか」の問いに対する肯定回答が８１．４％（全

国８５．１％）、「学級の友だちとの間で話し合う活動をよく行っていたと思いますか」の問いに対する

肯定回答が８１．９％（全国８３．４％）でした。このような結果をみてみますと、授業の中での言語

活動の充実が図られてはいるが半数の児童が苦手としているといえます。 
 また、「原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くこと」や「自分の考えを他の人に説明したり、文書

に書いたりすること」を難しいと考えている児童の割合が多いことを考えるとより一層の取組の充実が

望まれます。 
 
【学習状況（指導状況）】 
「授業のはじめに目標が示されていたと思いますか」の問いに対する肯定回答が８４．１％（全国８７．

６％）、「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか」の問いに対する肯定回

答が７６．４％（全国７６．１％）、「ノートに学習の目標とまとめを書いていたと思いますか」の問い

に対する肯定回答が９０．６％（全校８７．９％）でした。このような結果をみてみますと、児童自ら

がすすんで学ぶ、目標とまとめのある授業のより一層の取組の充実が必要です。 
 
【学習時間等】 
 普段（月～金曜日）１日当たりの勉強時間については、「まったくしない」と答えた児童は全国平均よ

りも多く、４．９％（全国３．０％）でした。また、「２時間以上」と答えた児童は１２．１％（全国２

５．５％）で少ない状況であります。本市の児童は「１時間～２時間」と答えた児童が３７．４％（全

国３７．０％）、「１時間未満」と答えた児童が３３．５％（全国２５．４％）となっており、全国の状

況と比べると学習時間が短いことがわかります。学校の宿題以外の学習の取組、宿題が早く終わった時

の自主的な学習の取組等、今後の組織的な取組を実施したいと考えています。 
 「塾に行っていない児童」は６４．８％（全国５３．９％）であり、塾に通っていない児童が全体の

約２／３です。 
 読書については、「普段１日当たりの読書時間」が「１０分以下」である児童が４６．２％（全校３６．

５％）であり、読書量の増加が望まれます。 
 「自分で計画を立てて勉強をしていますか」の問いに対しての肯定回答は５６％（全国６２．２％）

であり、低い状況にあります。 
 「予習・復習をしていますか」の問いに対しては、予習・復習ともには全国平均を下回っています。 
 
【学校生活等】 
 「学校はたのしいと思いますか」の問いに対しての肯定回答は８０．２％（全国８６．３％）、「みん

なで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがあるか」の問いに対しての肯定回答は７８．５％（全

国８６．３％）と全国値を下回っています。しかし、「学級会などで友だちと話し合って学級のきまりな

どを決めているか」の問いに対しての肯定回答は８８．４％（８１．８％）と肯定率が高いことなどか



ら、きまりを守り、さらに充実した学校生活を送ることができるようにしなければなりません。 
【基本的生活習慣】 
 朝食の摂取状況や起床の状況は全国平均と同程度ですが、就寝の状況は全国値をやや下回っています。 
 「普段の１日あたりのテレビやビデオ・ＤＶＤの視聴時間」については、「２時間以上」の児童の割合

は６２．７％（全国５７．１％）、「３時間以上」の児童は３４．１％（全国３２．８％）であり、全国

平均より高くなっています。 
 「普段の１日あたりのゲームやＰＣゲームの使用時間」は「２時間以上」が３４％（全国２９．７％）、

「３時間以上」が１７．０％（全国１６．０％）、「４時間以上」が７．１％（全国８．２％）でありま

す。全国平均より多い状況といえます。 
 「普段の１日あたりの携帯電話・スマートフォンでの使用時間」は「もっていない」児童が３１．３％

（全国３８．９％）、「１～２時間」が１１．０％、「２～３時間」が６％、「３～４時間」が４．４％、「４

時間以上」が３．８％で、１時間以上使用している児童が、２５．２％いることになります。 
 この結果をもとに、児童のテレビ・ゲーム・携帯電話・スマートフォンの使用についての指導を充実

させる必要があります。 
 
【家庭・地域・社会との関わり】 
家庭でのコミュニケーションについては、「家の人と学校での出来事について話をしますか」の問いに対

する肯定回答が７５．３％（全国７９．２％）であり少し低い傾向が伺えます。    
しかし、「地域行事への参加」については、「参加している」と回答した児童が７５．８％（全国６７．

９％）、「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか」の問いに対する肯定回答が４

８．４％（全国３６．２％）であり、積極的に地域社会と関わっている実態が見られます。 
 
【将来に関する意識】 
 「将来の夢や目標を持っていますか」の問いに対する肯定回答が８４．６％（全国８５．３％）であ

り、全国平均と同程度の８割以上の児童が夢や目標を持っています。 
 
【自尊意識】 
 「最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか」の問いに対する肯定回答が９１．２％（全

国９４．４％）、「難しいことでも、失敗を恐れず挑戦していますか」の問いに対する肯定回答は７３．

６％（全国７６．１％）と、わずかに全国平均を下回りました。また、「自分にはよいところがあるとお

もいますか」に対する肯定回答は６１．０％（全国７６．３％）であります。また、「ある」と答えた児

童は２５．３％（全国３６．２％）にとどまりました。積極的に物事にチャレンジする経験や自尊感情

を高める取組が必要です。 
 
【規範意識】 
 「学校のきまりを守っていますか」に対する肯定回答は９０．１％（全国９１．５％）、「いじめは、

どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対する肯定回答は９６．２％（全国９６．６％）

であり、規範意識を育てるさらなる取組が必要です。 



 
 

 

【学習に対する関心・意欲・態度（国語）】 
 「国語の勉強は好きですか」の問いに対しての肯定回答が６１．６％（全国５９．８％）でした。ま

た、「将来、社会に出たときに役立つと思いますか」の問いに対しての肯定回答が８９．３％（全国８４．

６％）であり、「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」との回答が８３．１％（全国７１．

７％）で全国平均値を上回りました。全ての項目で全国平均を上回っており、高い意欲も持って学習で

きているといえます。生徒が授業の中で高い意欲を持ち、思考・判断・表現することができる授業改善

を継続していくことが必要です。 
 
【学習に対する関心・意欲・態度（数学）】 
 「数学の勉強は好きですか」の問いに対しての肯定回答が５５．４％（全国５６．０％）でした。ま

た、「授業の内容はよくわかりますか」の問いに対しての肯定回答が６３．３％（全国６９．４％）であ

り、このような傾向が昨年度から続いていることもあり、一人ひとりの実態にあった指導の工夫を行う

ことが必要です。「問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考えますか」の問いに

対しての肯定回答が７５．２％（全国７２．１％）であり、「数学ができるようになりたいと思いますか」

の問いに対しての肯定回答が９４．９％（全国９１．３％）、「普段の生活の中で活用できないか考えま

すか」の問いに対しての肯定回答が４６．３％（全国４１．９％）で全国平均値を上回っており生徒の

持つ意欲を活かす指導が求められます。 また、「問題の解き方がわからないときは、諦めずにいろいろ

な方法を考えますか」「もっと簡単に解く方法がないか考えますか」「公式やきまりを習うとき、その根

拠を理解するようにしていますか」の問題において肯定回答が全国平均値を上回っており生徒自身で考

えたり、説明したり、話し合ったりする言語活動を充実させた授業改善が進んでいるといえます。 
 
【学習に対する関心・意欲・態度（総合的な学習の時間）】 
 「普段の生活や社会に出たときに役に立つと思いますか」の問いに対しての肯定回答が８３％（全国

７２．８％）であり、生徒の意識は良好と考えられます。しかしながら、「自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」の問いに対する肯定回答５

４．２％（全国５７．７％）と全国平均値よりもやや下回っています。現在も上記のような活動に取り

組むようにしていますが、より一層の取組の推進が望まれます。 
 
【学習状況（言語活動）】 
 「自分の考えや意見を発表することは得意ですか」の問いに対する肯定回答が５７％（全国５０．２％）

ですが、「友だちの話や意見を最後まで聞くことができますか」の問いに対する肯定回答は９２．１％（全

国９３％）とわずかに全国平均値を下回りました。 
「自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか」の問いに対する肯定回答が８３．１％（全

国８４．１％）、「自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して、

発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか」の問いに対する肯定回答が７０．６％（全国

生徒質問紙 



６９．３％）でした。このような結果をみてみますと、授業でのより一層の言語活動の充実が望まれま

す。 
 【学習状況（指導状況）】 
「授業のはじめに目標が示されていたと思いますか」の問いに対する肯定回答が９４．３％（全国８４．

９％）、「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか」の問いに対する肯定回

答が８０．８％（全国６３．１％）、「ノートに学習の目標とまとめを書いていたと思いますか」の問い

に対する肯定回答が８７．６％（全校７６．８％）でした。このような結果をみてみますと、目標とま

とめのある授業が行われていることがうかがえます。 
「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」の問いに対する肯定回答が７７．４％

（全国７８％）であり、生徒指導の３機能（自己決定の場・自己存在感・共感的人間関係）を活かした

授業・生徒指導の早急な取組が必要です。 
 
【学習時間等】 
 普段（月～金曜日）１日当たりの勉強時間については、「まったくしない」と答えた生徒は全国平均よ

りも少なく、１．１％（全国５．５％）でした。しかしながら、「２時間以上」と答えた生徒は２１．５％

（全国３４．２％）で少ない状況であります。本市の生徒は「１時間～２時間」と答えた生徒が４１．

８％（全国３３．７％）「１時間未満」と答えた生徒が２８．８％（全国１７．７％）となっており、全

国の状況と比べると学習時間が短いことがわかりました。今後の組織的な取組を実施したいと考えてい

ます。 
 「塾に行っていない生徒」は６５．５％（全国３８．９％）であり、塾に通っていない生徒が全体の

２／３弱です。 
 読書については、「普段１日当たりの読書時間」が「１０分以下」である生徒が２４．２％（全校５０．

３％）であり、全国平均よりも少ない状況ですが、より一層の読書量の増加が望まれます。 
 「自分で計画を立てて勉強をしていますか」の問いに対しての肯定回答は５８．２％（全国４８．４％）

であり、計画的な生活・学習のための支援の継続が必要です。 
 「予習・復習をしていますか」の問いに対しては、予習は２７．１％（全国３４．２％）、復習は７８％

（全国５１％）となっており、予習の取り組み方を指導する必要があります。 
 
【学校生活等】 
 「学校はたのしいと思いますか」の問いに対しての肯定回答は８３．７％（全国８１．４％）であり、

「みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがあるか」の設問の肯定回答が９０．９（全国

８４．２％）と全国平均を上回っていることから、ほとんどの生徒が充実した学校生活を送っていると

考えられます。 
 
【基本的生活習慣】 
 朝食の摂取状況や起床・就寝の状況は全国平均値と同程度です。 
 「普段の１日あたりのテレビやビデオ・ＤＶＤの視聴時間」については、「２時間以上」の生徒の割合

は５２．５％（全国４８．７％）であります。「３時間以上」の生徒は２４．３％（全国２４．１％）で



あります。 
 「普段の１日あたりのゲームやＰＣゲームの使用時間」は「２時間以上」が３２．１％（全国３４．

９％）、「３時間以上」が１３．５％（全国１８．９％）、「４時間以上」が５．６％（全国９．７％）で

あります。 
 「普段の１日あたりの携帯電話・スマートフォンでの使用時間」は「もっていない」生徒が２４．９％

（全国１８．８％）、「１～２時間」が１９．２％、「２～３時間」が１１．９％、「３～４時間」が４％、

「４時間以上」が５．６％で、１時間以上使用している生徒が、４０．７％で昨年度の５０％から下が

っていることから指導の継続が必要です。 
 生徒のテレビ・ゲーム・携帯電話・スマートフォンの使用については、ＰＴＡ・小・中の連携した指

導を充実させる必要があります。 
 
【家庭・地域・社会との関わり】 
家庭でのコミュニケーションについては、「話をしている」と回答した生徒が７５．１％（全国７４．１％）

で全国平均と同程度です。また、「地域行事への参加」についても「参加している」と回答した生徒が７

１．１％（全国４５．２％）であり、積極的に関わっている実態が見られます。また「社会に対する興

味・関心」においては、「関心がある」と回答した生徒が７９．１％（全国６５．８％）であり、高い傾

向が伺えます。 
 
【将来に関する意識】 
 「将来の夢や目標を持っていますか」の問いに対する肯定回答が７８．６％（全国７１．１％）であ

り、約７割強の生徒が夢や目標を持っています。 
 
【自尊意識】 
 「最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか」については、ほぼ全国平均値と同程度でし

た。「難しいことでも、失敗を恐れず挑戦していますか」の問いに対する肯定回答は７１．２％（全国６

９．５％）であり、積極的に物事にチャレンジしている実態があります。ただし、「自分にはよいところ

があるとおもいますか」に対する肯定回答は６５％（全国６９．３％）であります。また、「ある」と答

えた生徒は２４．３％にとどまりました。 
 
【規範意識】 
 「学校の規則を守っていますか」に対する肯定回答は９７．２％（全国９４．７％）、「いじめは、ど

んな理由があってもいけないことだと思いますか」に対する肯定回答は９７．１％（全国９３．６％）

であり、規範意識も育っていると考えられます。 

 



【   豊後高田市    】 

 

 

１ 調査結果の概要 

 
 
【児童】 
 「自らが設定する課題や教員から設定される課題を理解して授業に取り組むことができていると思い

ますか」の問いに対して「その通りだと思う」の回答が４５．５％（全国２１．１％）で、「どちらかと

いえば、そう思う」を含めると１００％でした。「授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料

や文章、話の組み立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができていると思いますか」の問いに対

して肯定回答が７２．７％（全国６１．２％）でありました。しかし、「児童は、熱意をもって勉強して

いると思いますか」の問いに対しての肯定回答が８１．９％（全国９３．４％）でした。このことや他

の問いについては肯定的回答が多いことから、本市の児童が熱意を持って勉強に取り組めるような取組

をさらに進めていかなければなりません。 
  
【学力向上に向けた取組】 
 「児童に対して、図書館資料を活用した授業を計画的に行いましたか」の問いに対して「週に１回程

度以上行った」から「月に数回程度行った」の回答が６３．６％（全国４３．１％）でした。「児童に対

して、土曜日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか」の問いに対して「月に数回程度行っ

た」の回答が１００％（全国２．７％）でありました。また、「長期休業日を利用した補充的な学習サポ

ートを実施しましたか」の問いに対して「延べ５日から８日以上」実施しているとの回答が１００％（全

国２７．６％、県６２．７％）でした。本市の学力向上に向けた取組を引き続き推進していかなければ

なりません。 
 
【カリキュラム・マネジメント】 
 「指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえ

た横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していますか」の問いに対して

「よくしている」の回答が５４．５％（全国１９．４％）で、「どちらかといえば、している」を含める

と１００％（全国８５．８％）でした。「教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について、各教科等

の教育目標や内容の相互関連が分かるように作成していますか」の問いに対して「よくしている」が６

３．６％（全国２４．５％）で、「どちらかといえば、している」を含めると１００％（全国８５．６％）

でした。本市においてはカリキュラム・マネジメントが定着してきているのでさらなる改善が必要です。 
 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙） 

小学校：学校質問紙 



 
【指導方法・学習規律】 
 「児童に対して、将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしましたか」の問いに対しての肯

定的回答が９０．９％（全国７４．６％）でした。「児童に対して、教科や総合的な学習の時間、あるい

は朝や帰りの会などにおいて、地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いま

したか」の問いに対して肯定回答が１００％（全国７８．１％）でありました。しかし、「児童に対して、

学級やグループで話し合う活動を授業などで行いましたか」の問いに対しての肯定回答が９０．９％（全

国９６．５％）、「児童に対して、授業において、児童自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に

向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れましたか」の問いに対しての肯定回答が

６３．７％（全国８０．１％）でした。このことから、本市の授業方法・学習規律について良い所は継

続し、授業改善を粘り強く進めていかなければなりません。 
 
【学校評価】 
 「児童に対して、国語や算数において、一人一人の学びの多様性に応じて、学習の過程における形成

的な評価を行い、児童の資質・能力がどのように伸びているかを、児童自身が把握できるような評価を

行いましたか」の問いに対して「行った」の肯定的回答が９０．９％（全国７６．１％）でした。この

ことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においては実施した学校評価を児童の学習

の改善に活用することができているといえます。 
 
【コンピュータなどを活用した教育】 
 「児童に対して、コンピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板、実

物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士が教え合い学び合うな

どの学習（協働学習）や課題発見・解決型の学習指導を行いましたか」の問いに対して「行った」の肯

定的回答が９０．９％（全国６８．４％）でした。また、「児童に対して、算数の授業において、コンピ

ュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板、実物投影機、プロジェクター、

インターネットなどを指す）を活用した授業を行いましたか」の問いに対して「週１回以上」の回答が

３６．４％（全国２５．２％）、「月１回以上」を含めると７２．８％（全国５１％）でした。このこと

や他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においてはコンピュータなどを活用した教育が

積極的に実施されていることがわかります。コンピュータを活用した教育が全ての教職員に広まるよう

に研修を推進していかなければなりません。 
 

【調査結果の活用】 
 「全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し、学校全体で成果や課題を共有しましたか」の問い

に対して「よく行った」の肯定的回答が９０．９％（全国５５．３％）、「行った」の回答まで含めると

１００％でした。「全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域の人たちに対して公表

や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲載、保護者会等での説明を含む）」の

問いに対して「よく行った」の回答が７２．７％（全国３４．３％）、「行った」の回答まで含めると１

００％でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においては調査結果の



活用がされていることがわかります。 
【個に応じた指導】 
 「児童に対して、算数の授業において、習熟の早いグループに対して少人数による指導を行い、発展

的な内容を扱いましたか」の問いに対して「行った」の肯定的回答が６３．７％（全国５３．９％）で

した。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においては、習熟度に応じた個

別指導が行われ、基礎基本の定着とともに発展的な内容の指導が行われているといえます。 
 
【国語科の指導方法】 
 「児童に対する国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか」

の問いに対して「よく行った」の回答が４５．５％（全国２３．２％）で、「行った」までを含めると１

００％でした。また、「国語の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか」「発展的な学習の指導

を行いましたか」の問いに対しても肯定的な回答の割会が高くなっています。本市においての国語科の

指導方法についてさらなる改善に努めるとともに、特に発展的な学習の指導にも対応できるように授業

改善を進めていかなければなりません。 
 
【算数科の指導方法】 
 「児童に対する算数の指導として、実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか」の問

いに対して「よく行った」の回答が２７．３％（全国１１．４％）で、「どちらかといえば、行った」ま

でを含めると１００％（全国７４．１％）でした。また、「児童に対する算数の指導として、計算問題な

どの反復練習をする授業を行いましたか」の問いに対して「よく行った」の回答が８１．８％（全国５

８％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％でした。「算数の指導として、補充的

な学習の指導を行いましたか」「発展的な学習の指導を行いましたか」の問いに対しても肯定的な回答の

割会が高くなっています。本市においての算数科の指導方法については、組織的な取組が行われている

といえます。 
 

【特別支援教育】 
 「学校の教員は、特別支援教育について理解し、児童に対する授業の中で、児童の特性に応じた指導

上の工夫（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか」の問いに対して「よく行った」の回

答が４５．５％（全国３２．７％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％（全国８

９．４％）でした。本市においての特別支援教育については、組織的な取組が行われているといえます。 
 

【小学校教育と中学校教育の連携】 
 「近隣等の中学校と、授業研究を行うなど、合同して研修を行いましたか」の問いに対して「よく行

った」の回答が４５．５％（全国２３．０％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％

（全国６２．５％）でした。また、「近隣校の中学校と、意見を交換し合うなど、教員同士の交流を行い

ましたか」の問いに対して「よく行った」の回答が５４．５％（全国２９．６％）で、「どちらかといえ

ば、行った」までを含めると１００％（全国８０％）でした。このことや他の問いについても肯定的回

答が多いことから、小中の連携は進んでいるといえますが、「教科の教育課程の接続や、教科に関する共



通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組」についても連携する必要があります。 
【地域の人材・施設の活用】 
 「児童に対して、地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか」の問いに対して「よく

行った」の回答が７２．７％（全国３５．４％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１０

０％（全国８２．４％）でした。また、「学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、

保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか」の問いに対して「よく

参加してくれる」の回答が６３．６％（全国４５．３％）で、「参加してくれる」までを含めると１００％

（全国８６．９％）でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、地域の人材・

施設の活用は進んでいるといえます。新たな地域人材を見つけるためにも、教職員は積極的に地域と関

わりを持たなければなりません。 
 
【家庭学習】 
 「児童に対して、家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解を図りましたか」の問

いに対して「よく行った」の回答が７２．７％（全国４３．７％）で、「どちらかといえば、行った」ま

でを含めると１００％（全国８８．８％）でした。しかし、「児童に対して、家庭学習の取組として、児

童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか」の問いに対して「よく行った」

の回答が３６．４％（全国４０．１％、県４３．０％）で、「どちらかといえば、行った」までを含める

と９０．９％（全国９１．９％、県９６．７％）でした。このことや他の問いについても肯定的回答が

多いことから、家庭学習について指導はできているといえますが、家庭での学習方法等について具体例

を挙げながら指導するなど、より丁寧な指導になるよう改善する必要があります。 
 

【教員研修】 
 「個々の教員が、自らの専門性を高めていこうとしている教科・領域等を決めており、校外の教員同

士の授業研究の場に定期的・継続的に参加していますか」の問いに対して「よくしている」の回答が８

１．８％（全国３２．９％）で、「どちらかといえば、している」までを含めると１００％（全国８３％）

でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、教員研修は組織的に行われている

といえます。 
 

【教職員の取組】 
 「言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特

別活動を通じて、学校全体として取り組んでいますか」の問いに対して「よくしている」の回答が７２．

７％（全国３７．１％）で、「どちらかといえば、している」までを含めると１００％（全国９０．８％）

でした。また、「学校運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校として組織的に取り組んでいます

か」の問いに対して「よくしている」の回答が９０．９％（全国５７．０％）で、「どちらかといえば、

している」までを含めると１００％でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、

教職員の取組は組織的に行うことができているといえます。 
 

 



 

 

 

【生徒】 
 「生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを相手にしっかりと伝えることがで

きていると思いますか」の問いに対して「その通りだと思う」の回答が３３．３％（全国１０．２％）

で、「どちらかといえば、そう思う」を含めると８３．３％（全国７３．２％）でした。「生徒は、授業

において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行

うことができていると思いますか」の問いに対して、「その通りだと思う」の回答が３３．３％（全国５．

５％）で、「どちらかといえば、そう思う」を含めると８３．３％（全国５９．７％）でした。しかし、

「生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思いますか」の問いに対しての肯定回答が８３．

４％（全国９９４．５％）でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市の

生徒は積極的に授業等に取り組んでいるといえます。学習規律についても、指導を徹底していかなけれ

ばなりません。 
 
【学力向上に向けた取組】 
 「生徒に対して、図書館資料を活用した授業を計画的に行いましたか」の問いに対して「週に１回程

度以上行った」から「学期に数回程度行った」の回答が８３．３％（全国４６．５％）でした。「生徒に

対して、土曜日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか」の問いに対して「月に数回程度行

った」の回答が１００％（全国４．５％※「基本的に毎週行った」を含む）でありました。また、「長期

休業日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか」の問いに対して「延べ９日から１２日以上」

実施しているとの回答が１００％（全国２２．２％）でした。本市の学力向上に向けた取組を引き続き

推進していかなければなりません。 
 
【カリキュラム・マネジメント】 
 「指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえ

た横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していますか」の問いに対して、

「よくしている」「どちらかといえばよくしている」の肯定的な回答が１００％（全国７８％）でした。

「教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について、各教科等の教育目標や内容の相互関連が分かる

ように作成していますか」の問いに対して「よくしている」が５０．０％（全国２０．８％）で、「どち

らかといえば、している」を含めると１００％（全国７７．８％）でした。本市においてはカリキュラ

ム・マネジメントが定着してきているので、さらなる改善の取組が必要です。 
 
 
【指導方法・学習規律】 
 「授業において、生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表

現するなどの学習活動を取り入れましたか」の問いに対しての肯定的回答が８３．４％（全国７２．６％）

でした。「生徒に対して、本やインターネットなどを使った資料の調べ方が身に付くよう指導しましたか」

中学校：学校質問紙 



の問いに対して肯定回答が１００％（全国８２．２％）でありました。しかし、「総合的な学習の時間に

おいて、課題の設定からまとめ・表現に至る探求の過程を意識した指導をしましたか」の問いに対して

の肯定回答が５０．０％（全国８３．０％）でした。他の問いから見ても肯定的な回答が多く、本市の

授業方法・学習規律については改善されてきています。総合的な学習の時間については、学校全体の組

織的な取組で改善していくことが必要です。 
 
【学校評価】 
 「生徒に対して、国語や数学において、一人一人の学びの多様性に応じて、学習の過程における形成

的な評価を行い、生徒の資質・能力がどのように伸びているかを、生徒自身が把握できるような評価を

行いましたか」の問いに対して「行った」の肯定的回答が８３．３％（全国７３．４％）でした。この

ことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においては実施した学校評価を生徒の学習

の改善のために活用することができているといえます。 
 
【コンピュータなどを活用した教育】 
 「生徒に対して、コンピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板、実

物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士が教え合い学び合うな

どの学習（協働学習）や課題発見・解決型の学習指導を行いましたか」の問いに対して「行った」の肯

定的回答が６６．６％（全国５６．７％）でした。また、「生徒に対して、数学の授業において、コンピ

ュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板、実物投影機、プロジェクター、

インターネットなどを指す）を活用した授業を行いましたか」の問いに対して「週１回以上」の回答が

３３．３％（全国１３．９％）、「月１回以上」を含めると６６．６％（全国３１．６％）でした。この

ことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においてはコンピュータなどを活用した教

育が積極的に実施されていることがわかります。コンピュータを活用した教育が全ての教職員に広まる

ように研修を推進していかなければなりません。 
 

【調査結果の活用】 
 「全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、調査対象学年・教科だけではなく、学校全体

で教育活動を改善するために活用しましたか」の問いに対して「よく行った」の肯定的回答が８３．３％

（全国３７．１％）、「行った」の回答まで含めると１００％でした。「全国学力・学習状況調査の自校の

結果について、保護者や地域の人たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校

だより等への掲載、保護者会等での説明を含む）」の問いに対して「よく行った」の回答が６６．７％（全

国３１．４％）、「行った」の回答まで含めると１００％でした。このことや他の問いについても肯定的

回答が多いことから、本市においては調査結果の活用がされていることがわかります。 
 
【個に応じた指導】 
 「生徒に対して、数学の授業において、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得

できるようにしましたか」の問いに対して「行った」の肯定的回答が８３．４％（全国４８．０％）で

した。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、本市においては、習熟度に応じた個



別指導が行われ、基礎基本の定着とともに発展的な内容の指導が行われているといえます。 
 
【国語科の指導方法】 
 「生徒に対する国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか」

の問いに対して「よく行った」の回答が５０．０％（全国２２．４％）で、「行った」までを含めると１

００％でした。また、「国語の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか」「発展的な学習の指導

を行いましたか」の問いに対しても肯定的な回答の割会が高くなっています。しかし、「生徒に対する国

語の指導として、様々な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか」の問いに対して「行った」の肯

定的な回答が８３．３％（全国８８．７％）でした。また、「生徒に対する国語の指導として、書く習慣

を付ける授業を行いましたか」の問いに対して「よく行った」の回答が３３．３％（全国４０．１％）、

「生徒に対する国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いまし

たか」の問いに対して「よく行った」の回答が５０．０％（全国６０．３％）でした。本市においての

国語科の指導方法についてさらなる改善に努めるとともに、読む習慣・書く習慣をつけることや漢字・

語句などの基礎的・基本的な事項の定着の徹底をすることが必要です。 
 
【数学科の指導方法】 
 「生徒に対する数学の指導として、実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか」の問

いに対して「よく行った」の回答が１６．７％（全国１０．２％）で、「どちらかといえば、行った」ま

でを含めると１００％（全国６９．２％）でした。また、「生徒に対する数学の指導として、計算問題な

どの反復練習をする授業を行いましたか」の問いに対して「よく行った」の回答が８３．３％（全国５

５．９％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％でした。しかし、「数学の指導と

して、補充的な学習の指導を行いましたか」の問いに対しては肯定的な回答の割合は高くなっています

が、「数学の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか」の問いに対して「行った」の肯定的な回

答が６６．６％（県７８．３％、全国６９．１％）と低くなっています。本市においての数学科の指導

方法については組織的な取組が行われていますので、発展的な学習の指導においての授業改善にさらに

取り組んでいくことが必要です。 
 

【特別支援教育】 
 「学校の教員は、特別支援教育について理解し、生徒に対する授業の中で、生徒の特性に応じた指導

上の工夫（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか」の問いに対して「よく行った」の回

答が５０．０％（全国３５．１％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％でした。

本市においての特別支援教育については、組織的な取組が行われているといえます。 
 

【小学校教育と中学校教育の連携】 
 「近隣等の小学校と、教育目標を共有する取組を行いましたか」の問いに対して「よく行った」の回

答が３３．３％（全国２７．１％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％（全国６

１．５％）でした。また、「全国学力・学習状況調査の分析結果について、近隣等の小学校の成果や課題

を共有しましたか」の問いに対して「行った」の肯定的な回答が１００％（全国５３．９％）でした。



このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、中学校としては小中の連携を組織的にする

ことができているといえます。 
 
【地域の人材・施設の活用】 
 「生徒に対して、地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか」の問いに対して「よく

行った」の回答が５０．０％（全国２１．０％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると８３．

３％（全国６５．１％）でした。また、「学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、

保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか」の問いに対して「よく

参加してくれる」の回答が８３．３％（全国３２．２％）で、「参加してくれる」までを含めると１００％

（全国７４．１％）でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、地域の人材・

施設の活用は進んでいるといえます。しかし、「生徒に対して、博物館や科学館、図書館を利用した授業

を行いましたか」の問いに対しての肯定的な回答が１６．７％（県２５％、全国２０．４％）でした。

学習に活用できる施設等の利用についても進めていく必要があります。 
 
【家庭学習】 
 「保護者に対して生徒の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか」の問いに対して「よく行っ

た」の回答が５０．０％（全国３６．０％）で、「どちらかといえば、行った」までを含めると１００％

でした。しかし、「生徒に対して、家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与え

ましたか」の問いに対して「行った」の肯定的な回答が５０．０％（全国６８．８％）でした。 
家庭学習について組織的な指導ができているといえますが、家庭での学習方法等について具体例を挙

げながら教えるなど、より丁寧な指導になるよう改善する必要があります。 
 

【教員研修】 
 「教員は、校外の教員同士の授業研究の場に定期的・継続的に参加していますか」の問いに対して「よ

くしている」の回答が８３．３％（全国２６．６％）で、「どちらかといえば、している」までを含める

と１００％（全国７７．８％）でした。このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、教

員研修は組織的に行われているといえます。しかし、「生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解

決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行っていますか」の問いに対

しての肯定的な回答が５０％（県７５．８％、全国６３．６％）でした。組織的に行われている教員研

修ですが、研修内容についてもさらに深めていく必要があります。 
 

【教職員の取組】 
 「学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し合ったり、検討したりしてい

ますか」の問いに対して「よくしている」の回答が３３．３％（全国２５．３％）で、「どちらかといえ

ば、している」までを含めると１００％（全国８１．５％）でした。また、「学校運営の状況や課題を全

教職員の間で共有し、学校として組織的に取り組んでいますか」の問いに対して「よくしている」の回

答が８３．３％（全国４８．９）で、「どちらかといえば、している」までを含めると１００％でした。

このことや他の問いについても肯定的回答が多いことから、教職員の取組は組織的に行うことができて



いるといえます。 


